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本研究の目的は、3Dアニメーション技術と AIグラフィックスが日本のアニメーション産

業に与える影響を分析し、これらの技術革新が産業構造や制作過程、視聴者体験に与える変

化を明らかにすることである。近年、3Dアニメーション技術や AIグラフィックスは、アニ

メ制作現場で急速に導入されており、その影響は技術的な面だけでなく、アニメの創作方法

や視聴者との関係にも大きな変化をもたらしている。 

3D アニメーション技術の進化により、アニメ制作における映像表現の幅が広がり、特に

3D CGを使用する作品では、リアルな質感や動きの表現が可能となり、視覚的な魅力を増し

ている。例えば『鬼滅の刃』など、3D技術を積極的に取り入れた作品では、迫力あるアクシ

ョンシーンや自由なカメラワークが特徴となり、視聴者に新たな体験を提供している。これ

により、ストーリーテリングや映像表現の方法が革新され、よりダイナミックな作品が生ま

れている。AIグラフィックスの活用も、アニメ制作現場に革命をもたらしている。AI技術

を用いることで、キャラクターの動きの自動生成や背景の自動塗り分けが可能となり、制作

の効率化が進んでいる。この技術革新により、作業負担が軽減され、制作速度が向上すると

ともに、コストの削減にもつながっている。また、AI 技術によって、従来の手作業で行っ

ていた作業が省力化され、クリエイターはより高度な表現に集中することが可能になった。

一方で、AI技術の普及により、2Dアニメーションとの対比が生じている。2Dアニメーショ

ンは、その手作り感や温かみが評価され続けており、特に手書きの美しさや色彩の表現がフ

ァンに愛されている。3Dアニメーションや AIグラフィックスが必ずしも全ての作品に適し

ているわけではなく、技術選択には慎重さが求められる。このため、制作側は視覚的な要素

と技術の選択をバランスよく決定しなければならないという課題に直面している。 

また、AIグラフィックスの導入はクリエイターの役割にも変化をもたらしている。AIに

よって自動化された作業が増える中で、クリエイターは新たな表現方法や創作の可能性を

広げる一方で、AIと人間の役割分担を考慮する必要がある。AIがどこまで創造性を発揮で

きるのか、また人間のクリエイターと AIがどのように協力していくのかという問題は、今

後のアニメ制作において重要なテーマとなる。 

本研究では、3Dアニメーションと AIグラフィックスの技術革新が日本のアニメーション

産業に与えた影響を事例を交えて分析する。さらに、これらの技術が今後のアニメ制作にど

のような変化をもたらし、アニメ業界の未来にどのように影響を与えるかについても考察

する。 


